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小遊星と其の観測方法

Observations　of　Asteroids．

山本一清1：γ伽α7πoω

　　　　　　　　　　　　　　　一一一（1）一

　小遊星とは，ほ穿火星と木星との申闇に其の軌道を有つ微光の天賦であっ

て，學暦1801年から1807年まぜの間に最初の4つ（セレス，パラス，ユノ，

ゴスタ）が藤見され，それから1845年以後，殆んど毎年（1846年を除く）幾つ

かのものが績けさまに獲見され，今では総計2000ケに垂んとする多数となって

みる．藪が多いから，從って，中にはすいぶん例外的な珍らしV・性質のものも

あるけれど，しかし大多数は圓形に近い楕圓軌道を有ち，離心率と共に，軌道

面の（黄道面に封ずる）傾斜も小さく，かうした黙に於いては，皆立派な“遊

星”である．只，光度が微弱であるため，人々の注意を惹かす，叉，各藩の膿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド魑も小さくて，普通の望遠鏡で眺めただけでは，一般の恒星と麗別が出心ない

やうな黙像を現はし，火星や木星の如き圓卜形を見せないので，天文観察者を

喜ばせない．数だけは鳴しいけれど，どうも特殊な専門家以外には，（書物の上

では兎にかく，）質際観察上に親しまれない天盛である．

　しかしながら，學界の實状を言へば，この多くの小遊星は，燈腿と共に各個

の質量が小さいため，宇宙室間を運行中に，木星や土星や地球や火星等々の如

き大遊星から受ける引力の影響に感じ易く，從って蓮動は甚だ複雑多岐で，拍

動作用のあらゆる形相を表はす．「それ故，天騰力學者や球面天文適者（殊に，

軌道記者）に短して無陽の興味を提供し，叉，多くの研究問題の寳庫の如く考

へられてるる有りさまであり，星の敷が鋤いために，ヤ・ろいいの珍らいハ實

例もあって，今日の太陽系内に於ける最も賑々しい分科の一つとなってみる．

若し此の小遊星といふものが無いとすれば，天龍力學や軌道學などと言ふもの

は，非常に淋しい景色になって「了うに違ひないと思はれる．（尤も，小遊星が未

だ一つも焚見されなかった第18世紀及び其れ以前の石山は，“淋し”かったわ

けであるが，しかし彼の時代は，ニウトン力學の獲展時代で，實際の計算學上

にも，火水木金土等の大遊星の軌道の研究といふ大聞題の解決のために，學者

は多忙を極めてみたのであるが，此等は第19世紀の中頃まで一・鷹の解決が付v・

て了つたのだから，上記㊧如く，偶然ながら，小遊星の如き興味ある問踵の寳

庫が開かれなかったならば，今日は學者は多く“あくび”ばかりしてみるか，
　　　　　　　　　　へ
叉は他に韓業して了つただらうとさへ考へられる．）

　省，それに．’今20世紀り初め，第433番の小遊星“エロス”の攣光するとと

が獲見され，其の後に同様なものが更に幾つか獲見されて來たので，小遊星は
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天艦物理高上にも三一・種の最純≧なるに至った．

　　　　　　　　　　　　　　一（2）一
　上述の如く，小遊星は，質量が小さくて，上平を受け易い天艦であるため，1

若し完全に此の星の軌道を捕捉しやうと愚へば，火星や木星の如き大遊星に比

べて十倍も多数の位置（経緯度）観測を必要とするのである．しかるに，幾度

継べた如く，小醒の顯が1瞠に湿ため，更に嘱この位弾弓の瞳

や，槻測者の人数が必要であるのに，事實は，世界中，どこの國でも，天文學

者や天文墓の藪は三歎であって，とても々々々手がまはらない．二って，あり

めま玉を言へば，小遊星嬬，毎年，新しいものがドシぞ々磯見されて行くけれ

ど，かうした新二見星のみ汝らす，古い小遊星の観測や研究さへ非常に不完

全なま玉に放置されてあるのである．幸か不幸か，この小遊星なるものは，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一つ二つが木星や土星等の如き大遊星ほど，三岡上にも州際上にも重要性が

認められす，（例へば，小遊星の研究を怠ってゐ℃も，暦の作製とか，航海術や

航室術などに直接の影響が殆んど無いといふ状態にある、）しかし，～これでは學

二上，甚だ遺憾であり，叉，良心的に満足とは言へない．＝こんなわけだか

ら，ノ』・遊星の襯測や門生を促進することは，學界の現在の欠陥を補ふためにも

非常に望ましいことなのである．

　　　　　　　　　　　　　　一（3）一

　現今，小遊星の観測をやってみる天文豪はセイゼイ十ケ所内外で，決して多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へぐはない．そして，此等の観測の写る程度の統制を，厚意的に，ドイツ國のベ

ルリン市にあるコペルニクス二院がやってみる．但し，このコペルニクス聴聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もは，小遊星の研究ばかりをやってみる所でぱなくて，むしろドイツの天陽暦や

ナハリヒテン誌の磯行を主とし，その片手間に，攣星の襯測と，小遊星の観測

との全世界的な統制をやってみるのであって，二って，この學院内に於いても，

小遊星部はス1・ラケ（G．Stracke）氏主裁の下に，藪人の助手が働らV・てるる

に過ぎない．これも實に（問題の内容と，大きさと，重要性から老へて）不瀟

足な話である．殊に目下三時であるから，學院内も，亦，各地の観測者たち

も，三二化してみるだらうことは相像に飴りある．

　しかし，戦時の特別な献態は（詳細が不明なため）しばらく考へないとして

も，干常時に此のコペルニクス二院は，小遊星の％めに如何なる仕事をしてみ

るかと言ふと，，何しろ全世界十二ケ所の天文墓から，毎日，各小遊星の槻測結

果（四維と赤緯など）が通知されて來ると，此等を，各小遊星毎に整理して，

軌道要素の計算や，位置民報の推算をやり，叉，各観測結果の整頓などをし，

毎年一回“小遊星の年鑑”（Kleine　Planeten，　und　OpPositions・Ephemeriden）

を嚢行す’る．この年鑑には，既知の小遊星全部の軌道要素が掲げて． ?驍ﾆ共に，
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毎年度に当国となる星の概略の位置豫報が8日毎に記載してある．・一一一・eれを

頼りとして，各観測者は観測するのである．伺，この學院からは，不定期刊行

物として，下帯版刷りの回報を頻繁に獲附し1下闇者のために，小遊星の時掩

の襯測結果や，新獲見や，豫報位置の修正などにつき，‘‘年鑑”を待ち切れない

、急ぎの報導をしてみる．

　前にも述べた通り，小遊星は一般に即しい撮動作用を受けるものであるの

に，齪測野冊が非常に不足であるから，その日々の位置は，大；遊星の如く，1秒

（角）或は其れ以下まで精密に豫報され得ないのが普通であって，多くは分（角）

まで漸ぐ推算し得るに過ぎす，しかも其れには甚だしV・誤差があって，10ノも，

201も，時にば1。も誤ってみる1；とさ今あり，稀には全く行方不明になって，永

く失踪したま」に，見失はれるとともある．故に，このやうな大きい誤りを無

くするため，叉は失踪を防ぐため，ごく概略の位置だけでも，あらゆる方法で

捕捉することが必要である．これがため，コペル＝クス學院始あ，多くの襯灘

者たちが努力してみるのである．一こSに，アマチュア天文家の援助協力が特

に要求されるのである．

　今，一例として，1940年度の“小遊皐年鑑”から，第91號“Aegina”（エジ

ナ）の封衝前後の頃に於ける位置豫報を議し取って見ると，下の如くである．

91　Aegina 11．皿3 2010 1939年

・9・・年1 a　1950．0 6　1950．0 」薔讐二品値．
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7．7

一26 1
玉2 十1／2

28 18 52．1 一26 13
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　．セ

U
2

18 44．1

8．0

V．9
一26 23

10

U

一〇．m6　－1’

@巳14　　　1 18 36．2 一26 29 0，264
7．1 2

22 18 29．1 一26 31

～二kで，太い文字91は星の番號，次ぎは星の名，11．皿3は饗衝時の光度（これ

は輩なる推算で，．誤差があることもφる），201。は平衝時の平均アノマリ（近・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒占距離角），次ぎは，1939年度まで槻測が行はれたとの意．それから，赤経

と赤緯とは8日毎（世界時0時）のもので，何れも1950．0の春分黙に準擦し

たもの1各行間た小型の籔字が並んであるのは，各行の差を表はすもので，ζ

れは，挿入計算法により，任意の日時の位置を計算するとき便利なものであ

る．1叉，赤経の欄の中央左端に小さv・下前で“2”とあるのは，この星の赤経

甥缶が七月2日であることを示す．それから最右端の欄で，上部にある0．455

はlog　r（太陽から此の星までの距離の画数），下部にある0。264はlog　d
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（地球から此の星までの距離のi封激），であるし，＋1！2とあるのは，この星の

赤経が若し＋1皿だけ誤差がある場合には，それに磨じて，赤緯も亦＋1！2だ

け憂位がある筈といふ意味である．次いで，一〇・m6－1ノとあるのは・この星の

位置を1940．0の春分黙に二部するやうに改めるために，赤輕と赤緯に加へる修

正値である．

　大戦が始まって，漱米各國との交通も通信も絶えたため，tの“小遊星年鑑”

も吾人の手に入らなくなったが，幸ひ東京の廣瀬三等が重な小遊星の推算位置

を護表せられるので（本証の急報を見られよ），それを頼りに，：或る程度の槻測

が我が國でも行はれるので，幸ひである．

　　　　　　　　　　　　　　　一（4）一一

　さて，上に述べた事情を一通り知って置いて，観測方法の読明に移ることと

する．

　そもそも，小遊星の観測としては，前にも一言した如く，

　　（A）位置（赤維と赤緯）の観測　と

　　（B）　憂化する光度の観測　と

の2：方面があるのであって，・（B）は，先年のエロス星の場合にもあった如く，

一種の短週期三星の如く小遊星を取り扱ふ．これにつbても，必要があれば，

吾々は急報に記事を揚げるから，それを頼りとして，襯点して貰びたい．天已

上の維路や，光度の比較三等は，勿論その都度掲げることにする．

　位置の概測については，．一般には，i次曽の4方法がある．

　　（A1）汀線測微尺，又は長焦窯の天文カメラによる精密観測．

　　（A2）輪形測微尺による眼観観測．

　　（A3）小遊星と其の附近の星野の見取り圖による観測．

　　（A4）　小型天文カメラによる星野の撮影．

このうち，（A1）は特殊な大赤道儀を有ってみる專門的の観測者でなければ到

底不可能であるから，こ曳には詳しく述べない．

　（A2）は，今まで本誌上にも度々書いた方法で，彗星などと同様にやれば宜

いのである．熟練さへすれば1秒角ぐらゐまで決定し得る良V・方法であって，

赤道儀は不要であり，経緯毫の上に載った簡箪な小型の器械でも可能である

が，只，輪形測微尺だけが必要の部分品である．時計も非常に良いものは不要

である．

　（A4）は，清水眞一氏や改獲香魚二等が實行してゐられる方法で，赤道儀に

自働装置をし，カメラも恰好のものが必要である．比較的に明るい小遊星のみ

を捕へるのなら，口樫5センチ，二黒占距離20～30センチ程度のレンズが宜いと

思ふ．但し，この方法で撮影した爲眞上に，目的の小遊星の像を確認すること〃
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と，それを測定して位置を算出することは，多少特殊な技術を要するので，專

門家に依頼するのも宜い．

　（A3）は，今まで殆んど誰も読かない方法だけれど，非常に簡箪で，叉，多

くのアマチ＝アに推奨し得る方法だと，自分は考へてるる．師ち，之れはヂあ

らかじめ公表されて．ある豫報位置により小遊星を望遽鏡の観野中に見つけ出

し，その附近の星野の見取り圖を作るのであって，彗星などについては，今ま

でにも實行した人が多い．この主な目的が小遊星の位置を決定するのにあるか

ら，星野と言っても，決して澤山の星を書く必要は無い．只，小遊星に近い堂

小数の比較星の相樹的な位置を極め鼓≦」謁けば宜いのである．望遠鏡とし

ては，赤道儀は不要であって，’只，普通の三脚毫や輕緯毫に載ってみるもので

充分である．但し，時計は1分（時）までぐらゐ正しいものを有ってみる必要

がある．一この見取り圖は，後に，ボン星団や，バイdiル・グラフ星圖と精密

に比較して，小遊星の位置を1’ぐらゐまで正確に決定するのである．若し，ボ

ンやバイエル・グラフの星圖を有ってみなければ，田上天文憂へ逡って下され

ば，位置決定は，して上げる．

　（A3）と（A4）とは，小遊星の位置を非常に精密に（1”まで，などと言ふ風

に）決定し得るものではない．しかし，前にも述べた通り，小遊星の多くは，

現今，その位置を1ノまで決定することが必要なのであるから，この：方法は大に

債値あるものセある．

　尤も，小遊星は非常に藪が多いけれど，大多歎は，その樹衝時に於ける光璋

が13等級とか，15等級とか，或は，それ以下であるから，、こんなのは，大型の

カメラによって捜索するより致し方が無い．しかし，6～7等級，乃至11酬12等

級の光度を見せる小遊星．も毎年撒十個はあるのであるから，かうした光度の小

遊星を観察するだけでも，大きな貢献である1

　爾，手もとに微光星までの立派な二二を有ってみない限り，9等級以下の小

遊星を醍野中で直ちに見つけ出すことは困難であるが，しかし，これも段々に

熟練して來れば，始め’‘其れらレV・”と感づいた星の蓮動の有無によって，そ

れを恒星と置別するといふ手はある．從って，いよいよやり始めて見れば，案

外に大きい興味を肥え，熱心に之を追求するやうにもなるだらう．

最後に一言すべきは，今日の學界のMIPtに於いで，同じ・燧星を何＋回襯

測ずるは不必要であって，丁丁について，せいぜい3回か4回ぐらゐ観測すれ

ば，二二位置の修正値を得る目的のためには充分である．故に，一つの星が噛

めば他の星へとどしど、し移って行くのが宜い．

　小遊星の軌道要素一覧表は，第1～400號を本會の天文年鑑1932年版に，叉・

第401～720號を同天文年鑑1936年華中に出版したことがある（何れも東京恒犀
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肚より軍行本として）それ以後のものも近いうちに何等かの形で出版したいと

層、つてみる．小遊星の獲見物語り及び命名高等については“天界”第2號を見

られよ．．

・省，詳細なごとは，後にも書くつもりであるが，萬事は田上で世話するから

何事についても田上と言忌して貰びたい．（1943－8－18）

星　の温度

ヰルソン山天丈短　アjレフレド・H・ジ冒イ敏授

　普通よく晴れた暗い晩に星を眺める時，吾人の心に浮ぶ最初の疑問は「あな

たはたれ？」と子供唄によく挿入されてるるものである。吾人は天室に焼めく

寳石の大さや，形や機構に馴染みがあるので，地球上の物象の名羅に直ちにな

にか概念を得ようとする．少し注意深く考想を巡らす者は，勿論次の疑問「何

うして星は輝くのかア」が起って來るが，此の疑問こそ，現在天文學に於ける

最も重要にして，差し迫った疑問の一つである．此の解答を温く求めて，その

解決に嘉する進歩が，今行はれて居ると謂ぴ得るのである．’

　温度は，星に關疑した主な要素である．假りに，大氣の中心から外信までの

異った星の濫度がわかるとすれば，原子物理學の新しい進歩の御蔭で，星の光

や輻射の起原と維持を認める一般論を待望する希望を正応づける資料を示して

呉れる．　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　・

　不幸にして，星の温度を確定する過程は，天文二者に取って，晶出室で使用

される以上に困難な廣置を要する．．寒暖計や種々の電氣的な方法を使用する

には，観測者と最近の星との間の尤大な距離に依って明かに妨げられる．實際

問題とレて，此の器械が，操りにも室聞の斯様な距離に持ち運べるとしても，

それは不必要である．蓋し，器械そのものが溶解し，又，星の大氣の最外暦に

到達する以前に，莫大な星の熱に依って元素のガスになって終ふから．

　斯様な遠距離にある天艦の温度の實験的な智識は，明らかに，天艦自身が獲

する輻射の利用に依ってのみ得られる．星の米線のエネルギは，室間に彊がつ

て，大に弱められるから，最大の望遠鏡を使っても，熱感や熱電錐や電氣眞室

器の様な近代物理器具の驚算すべき鋭敏さが無ければ，測定出來ない．

　星から受ける輻射を凡て測定出來る器械があるとすれば，星の距離と直径さ

へ知れば，星の温度を求める事は二軍な事である．輻射エネルギが温度の4乗

に比例して攣化する事を知るのは興味深い事である．それで，12000度の温度

の天鰹は4000度の81倍も輻射し，20000度ではエネルギは625倍に増加する1


